寄らば 逃げる ぞ という 人種の もので あつたが、 戦後の 

都心 はクリ カラ モン モン の 熱血児に 占領され て、 日本 

中、 アロハと パン パンに 完全に いかれて しまった。 

フォ— ブ などと いうの は アトリエの 小細工 だが、 ァ 

ロハ は 熱血 躍動す る 美の 化身 そのもの である ぞ。 芸術 

家の 創造 能力な ど、 いう もの は 箱庭の ような もの だ、 

と 私が シ ミ ジ ミ 嘆いた の は 当然 だ 。 巷談 師 安吾 の 想像 

力が タカの 知れた ものであるの は 当然ら しいが、 ダ- 

ヴィンチに したと ころで、 けっして アロハ ほど 唐突な 

イマ ジネ— シ ヨン をめ ぐらして はいない ので ある。 原 

子 パク ダンで も チャンと 筋 は 通って いる。 アロハの 出 



そして 爾後の 芸術 は、 新 恒星 をめ ぐって 歩き だす。 仕 

方がない。 アロハ は 地下へ くぐった が、 決して 死なな 

いので ある。 

諸君 は 敵 を あなどって いるよう だ。 しかし 諸君、 地 

下へ くぐった もの を 甘く見て はいかん。 徳球 ごとき 

チョロ/^ のホ— キ 星と は 質が ちごう。 とても ダメな 

んだ。 ぼく はもう シャッポ をぬ いで、 敵意 を サラリ と 

すてて いる。 それ は ぼくが かねて 美の 新しい 衣裳に つ 

いて 想 をね ると ころがあった から、 敵の 抜群の 実力 を 

見ぬ く 神速に めぐまれて いたので ある。 一時 抗戦した 

が、 すぐ 白旗 を かかげた。 謀略 的 敗退と ちごう。 私の 



心境 は 明鏡止水 である。 

アロハ は 完全に 地下へ くぐった。 銀座 を 歩いて みた 

まえ。 あれほど 抜群であった G • I の 兵隊 服が 全然 目 

を ひか なくなった ではない か。 男女 いずれも 程よ く 美 

の 常識 を 身に つけ、 文化と いう ものの 必然の 相 を 身に 

つけて、 げ にうる わしく 破綻がない。 特に ダブルと い 

う 洋服 をき て、 単 原色の ネクタイ を クビに はため かす 

青年 紳士 は 三年 前に アロハ をき ていた 人た ちで ある。 

美 神 アロハの 暴力革命 的な 荒々 しい 躍動 は、 うかがう 

由 も なくなつ たの だ。 

私 はしかし 美 神 アロハの 実力、 潜勢力と いう もの を 



だ。 つまり、 諸君 はすで に 彼の 共力 者 (共犯者と は 言 

わん。 アロハ は 犯罪で はない) であるから。 それゆえ 

諸君 は、 諸君の 中へ 没した アロハの 姿 を 見ぬ くこと が 

できない ので ある。 ァ— メン」 

地に くぐる こと 満ニ 年。 アロハ は そろそろ 復活の キ 

ザシを 示し はじめた。 私 は それ を 認めた ので ある。 

私の 予言 は 正しかった。 彼 は 完全に アロハ をぬ いで 

いた。 なつかしの ノス タル ジィと 合作し、 いと も 優美 

な 生活 芸術の 善美 結構つ くせる 姿 を 示して いたので あ 

る。 

予言に したがって、 諸君 を そこへ 案内 するとき が 来 



良い とこがない。 そこが 曲者な の だ。 これが 先ず 銀座 

に 現れた というの では、 全然 センスがない ので ある。 

その 名 は、 東京 パレス！ 

私たち (この 同行者の 姓名 を かくと 処罰され る) を 

乗せた 自動車 は 新 小 岩 駅前の 繁華街 をう ろうろ してい 

る。 運転手 は 首 を ひねって、 

「たしか、 この辺の はず だが」 

「君、 知らない のか」 



「え？ ええ。 しかし、 ここが 賑やかな 中心地 だから、 

この辺に …… 」 

「とんでもない！」 

私 は 叫んだ。 

「東京 パレス は広茫 たる 田 ンボの 中に タッタ 一 軒 ある 

ん だよ」 

私 は 見た わけで はない。 私 は 友 だち (これ も 姓名 を 

かくと 処罰され る) に 東京 パレスの 情景 を微に 入り 細 

にわた リ 叙述 をき かされて いるの だ。 ギヤ クくゲ 

口く という 一面 蛙の 鳴き声 を、 自動車の 速力で もの 

の 三分 もき いて 走らねば ならない ほど、 見 はるかす 田 



ンボの 中に ポッン と ある。 と、 そこに 繰り ひらかれる 

絵巻物 こそ は。 まて、 まて。 もッ と、 落 付いて、 語リ 

ましょう。 

私 は f J の 殿堂 へ ふみこん だとき、 

「ハ ハァ。 これ は 兵営の あとだな」 

と、 ひとり 合点 をした。 ひろびろと 暮れ ゆく 田ン ボ。 

これ ぞ 兵舎 を かこむ 練兵場、 飛行場の あとで ある。 私 

がそう 思う の もムリ がない。 この 建物 は 一 聯隊の 兵舎、 

銃器 庫、 聯隊 司令部、 講堂な どに 相応し、 それ 以下の 

もので はない。 離れた ところに、 ちゃんと 営倉の 建物 

も 残って いるで はない か。 ところが、 これが 大 マチ ガ 



ィで、 案内 者 曰く、 

「ちがい ますよ。 これ は精ェ 舎と いう 時計 工場の 寮の 

あとです よ」 

「ハ ァ。 田 ンボの マンナ 力に 工場と いうの はきいた こ 

とが ある けれども、 寮と は 妙 だ。 工場が ないじ やない 

です 力」 

「工場 ははる か 亀 戸に あるそう です。 戦時中、 ここに 

何 万と いう (噓 ッケ) 工員が 白 ハチ マキ をして、 住ん 

でお りまして、 講堂で ノリ トを あげて、 それよ リ木銃 

を か ついで 隊伍 堂々 工場へ 龃 足いた しました そうで」 

寮と は 妙 だ。 見 はるかす 田ンボ のまん な かじゃ、 白 



ハチ マキの 工員さん は、 浩然の 気 を 養う に 手 もな く、 

もっぱら 精神 修養に つとめなければ ならな か つたろう。 

戦争 の 匂い がプ ンプン する。 

それが 今や 東京 パ レスで ある。 

さて、 東京 パレスと は 何もので あるか。 

まず、 講堂なら びに 銃器 庫と おぼしき あとが、 ダン 

スホ— ル である。 この 見物 料 五十 円。 ティ ケッ十 枚 百 

五十 円 (このと き 見物 料 不要)。 

ホ— ルは 広大に して 汚い。 正面に 一段 高く 七 名の バ 

ン ドが陣 どり、 それに 相対して 見物人の 席が ある。 見 

物 席 は 駅の プラット ホ —，. ^ と 待合室 を 区切る 柵の よう 



な もので 仕切られ ている。 

私が - J の 柵 を また， > J うとしたら、 子供 の 整理 員が 、 

「ィケ マ セン。 グ ルツと まわりなさい。 ホ— ルの 礼儀 

を 守って 下さい」 

叱 ラレ マ シタ。 

すでに 推理され たと 思う が、 見物人が 踊る に は不都 

合に できて いる。 どうせ 踊り やしないんだろう、 と 先 

方で 一人 ギメに している らしい 風情な ので ある。 テ— 

ブル も イス も あ つ てビ— ル をのもうと 思えば 取リ よせ 

ての める 仕掛 だが、 ボ— ィと おぼしき 風 態の 人物が い 

る わけで はない。 子供 はいるが、 彼 は 戦争 中の 服装で、 



誰かが ビ— ル をのむ ことに 興味 を もって いないよ うだ。 

イスと テ— ブル も 兵舎 的 実用品で、 席へ つけば 一 同が 

しょうよう 

実用的な 心構えに なること を 慫慂 されて いるよう で 

ある。 警官の 臨 観 席の 坐り 心 持であった。 イスと テ ー 

ブルが、 私のお 尻から ささやいて、 きびしく 命令して 

いる。 

「よく 睨め。 ジッと 睨め」 

そこで 私 は 睨まなければ ならん ので ある。 

私の 眼前に は 三百 人の 美姫が 楚々 として 踊って いる。 

私に 東京 パレス を 精密に 叙述して 一 見 をす すめた 友人 

(頭に 特徴の ある 人物) は、 こう 教えた。 



しかし 彼の 腹心 (彼に は 腹心が ある) が、 彼のた め 

に、 こう 弁護した。 

「彼が ここへ 来たの は 一力 月 前です。 そのと き は、 た 

しかに 美人が 多かったら しいです。 時の 一 行 は 概ね 逆 

上 的に 心酔して おったです。 ぼく も、 その 時、 来れば 

よかった なァ」 

予言者 は 世に 容れ られ ない ものである。 美 神 アロハ 

も 一 応 予言者ぶ つた フリ をして みたかつ たの だ。 そこ 

に は 使徒 巷談 師 という ものが 現れて、 やがて その 福音 

を 説く ことが 定められて いたせい らしい。 

一時 世に 容れ られ なかった の だ。 というの は 田ンボ 



ラリ どうも、 こまった。 私 は 誰かさん のように、 

逆上し、 又、 亢奮す る 害がない ので ある。 しかし、 動 

くと いう こと は、 いい もんだ なァ。 サ ッサッ と。 ヒラ 

, I _ o 

美姫 を 選定す るのに、 顔 だけ を 見て 選ぶ バカ はない 

です。 ジッと 立って る スタイル だけで もい かん。 ミ 

ス • 二 ツボン を 選ぶ たって、 歩かせる。 歩かせる ぐら 

いじ や、 いかん。 ゥ、 あの 女の子 は、 よく 歩くな ァ。 

九十 五 点 だ。 なさけな いな ァ。 ミス • 二 ツボンの 選び 

方と いう もの は。 

踊らせなければ いかん。 サ ササッ と。 ヒ ラリ。 美の 



真価 は、 そのと き、 男の 目に しみわた るので ある。 

先月 号に 散々 悪口 を 弄した けれども、 ストリップ - 

ショォ という もの は 因果 物な ので ある。 あそこで も 見 

物 人 は ジッと 睨んで いる。 東京 パレスの 男の子 もジッ 

と 睨んで いる けれども、 ここに は 持てる 者の 余裕が あ 

るね。 持てる 者 はいい もんだ なァ。 

ストリップの 見物人 は、 持たざる 者の 悲し さ を 最も 

端的に あらわし ている。 息 を こらし、 眼 は 血走り、 手 

を 握って ギュッ と 拳をヒ ザに 押しつけ、 必死 必殺、 殺 

気が こもって いるよ。 そして、 約 三時 間、 女の子の 裸 

の 姿 を 睨みぬ いた あげく、 どうす るかと いうと、 椅子 



る。 

それ は 又、 ストリップ や、 射 的屋の 蔭に 腕 を さする 

女 レス ラ— や、 今か今かと 男の子が さそいに くるの を 

陰に こもって 待ち かまえて いる 壁 際の ダン サ ー や、 す 

ベ て 異端の 貧しく 持たざる もの を 放逐す るた めで も 

あつたの である。 

ダンス. ホ— ルは八 時半 だか 九 時 だか 九 時半 だかに 

終る。 茫漠 として、 私 は その 時刻が 何時で あつたか 記 

憶がない が。 そのと きに 時計 を 見て 時刻な ど を 知る と 

い う 落 付きが 、 それほど 賞讃さ れ たこと ではない ので 

あるな。 



品 店、 オシ ロコ屋 であり ますな、 そういった 気分で あ 

リ ます。 お客様が よけいな ことで、 気前よ く あそばす、 

又、 ギヨ ッと あそばす、 いずれも、 当 会社 は、 かたく 

慎 しんで おります」 

バ 力に 心がけが よいので ある。 理髪店が 一 軒 ある。 

ここら あたり は、 気が きいて るな。 一人の オヤ ジ サン 

が 熱心に 誰かの 頭 を かっていた。 夜、 頭 を かって、 美 

姫に 対面に 赴くべき や。 朝、 頭 を かって、 何食わぬ顔、 

会社へ 出勤すべき や。 ここへ 遊びに きた 男の子 は、 ど 

うしても この 難問題 を 考えなければ ならな い。 

案内 人 (文 春の 誰かさん) は ニヤ リと 笑って 言い ま 



東京 パレス は、 その 恋人 を 選定す る 道程に 於て、 娼 

家 的な ものがない ので ある。 意識的に、 そこに 主 点 を 

おいて、 娼家 的な もの を 取り去って いるの だ。 

そこ は ダンス ホ— ル である。 バンド も ある。 よく、 

きいて みろ。 雑音と ちがう ぞ。 ちゃんと 曲に きこえる 

だろ。 女 は イヴ ニン グを きている。 そして、 ともかく、 

一 応の 容姿の 娘 (年増 は 殆どい ない) を とりそろえ、 

ストリップ を 観賞す るよう に、 踊る 美女 を ながめて、 

恋人 を 選ぶ 仕組な ので ある。 

ここへ くると、 ストリップの 今の 在り方の 下らな さ 

がよく わかる。 芸 のない、 助平 根性の 対象と しての ス 



ヤン. ナイトで も、 美姫 を さがす の は 若い 王子 様と き 

まってい たな。 ジジィ はそう いう こと はして いなかつ 

たな ァ。 思いだ すの が、 おそかった。 

「あなた ァ！」 

といって、 女の子が かけよって くる。 女の子た ち は 

三人の 男の子の 手 をに ぎる。 誰 一人、 私に 向って、 同 

じこと をす る 女の子が いないん だね。 どの 棟の どの 部 

屋の前 を 通りかかっても、 そうなん だ。 すべて 物事に 

は 例外が あると いう こと をき いていた が、 例外と いう 

もの は 実に 絶対にな いもんだ ね。 しかし、 ここまで は、 

まだ、 それほど 深刻な 事態ではなかった ので ある。 
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